
 

 

 

 

 

 

学校再開から１ヶ月 
 学校が再開し、約１ヶ月が経ちました。日頃は本校教育活動の推進に対し、深いご理解

とあたたかいご協力をいただき、誠にありがとうございます。合わせて、新型コロナウィ

ルス感染症予防のため、生徒の新たな生活様式への指導や見守り等についても、いつもご

配慮いただき、ありがとうございます。 

 この１ヶ月間、授業時数・時間数確保のため、ほぼ毎日５０分授業×６限で進めてきま

したが、生徒たちは本当によく頑張ってくれています。どの授業を参観しても、前向きな

学習姿勢が見られ、とても嬉しく思っています。部活動についても１年生が正式に入部し、

活気のある部活動になっています。 
 

今年度の体育祭・文化祭について 
 別紙のお知らせ文書の通り、今年度の体育祭と文化祭を同日開催として学校祭としたい

と思います。コロナウィルス感染症防止対策のため、できるだけ密にならないように各学

年、全員リレーと全校対抗種目の２種目を実施し、午前中に２時間程度の縮小した体育祭

を行う予定です。午前中の残り時間には、１、２年生が制服に更衣後、順に体育館に入場

し、学年別合唱コンクールを行います。その間に３年生は展示見学(美術創作部・ふれあい

学級制作作品・教科展示)と合唱コンクール練習の時間にします。 

午後からは３年生の合唱コンクールと吹奏楽部の演奏になります。学校祭最後のメイン

イベントとして、体育館の換気を行いながら、３年生の雄姿を全校生徒で観覧したいと思

います。 

少しでも、３学年を分けて活動する時間を設けることで、密を回避して、保護者の方に

もご参観いただけるのではないかと考えましたが、各学年合唱コンクールと吹奏楽部演奏

会については、屋内での発表会でもあり、座席にも限りがありますので、お子様の出場す

るメニューに限って、ご参観いただけたら幸いに思います。コロナウィルス感染症防止対

策の措置について、ご理解とご協力をどうぞよろしくお願いします。 

 開催日については、１０月２９日(木)を予定しています。この時期であれば、比較的過ご

しやすい気候で、屋外競技においては、陽射しを避けるためのテントを張り、テント下で

密になることもなく、グラウンド内で分散して密集・密接のないよう、ゆったり参観いた

だけるのではないかと考えました。 

 さらに、８月２４日(月)からの２学期を落ち着いて、通常授業を中心としてスタートさせ、

特に例年、体育祭の練習に慌しく費やしてきた９月の授業時数を教科授業にまわすことで、

３月～５月の休業中の授業時数不足分を無理なく、９月中にはカバーできる予定でいます。 
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今年度の修学旅行について 
 今年３月２５日付『楠中学校だより』にて、今年度の３年生修学旅行実施時期を５月か

ら１１月への変更についてお知らせしました。 

これまで修学旅行は東京方面で１１月９日～１１日実施予定でおりました。しかし、新

型コロナウィルス感染症に関わる現在の東京での感染状況に鑑み、四日市市教育委員会よ

り、東京方面の修学旅行を予定している中学校について、行先を変更するように指示があ

りました。６月付の文部科学省の通知等では、「中止ではなく延期扱いすることを検討する

こと」「旅行先の感染状況等も踏まえて実施を検討し、移動時の配慮や活動内容の見直しな

ども含め、感染防止に十分に配慮した上で実施する」等の記述があり、実施する上での感

染リスクを減らすための行先変更に至りました。 

また、東京都内の都立学校に対して、「１２月までに実施予定の文化祭・体育祭等、宿泊

を伴う行事や校外での活動は、延期または中止とする」と通知されたことから、東京方面

での宿泊は実施すべきではないと判断されました。 

そこで、今回、修学旅行の行先について「東京方面」から「広島または関西方面(神戸・

大阪等)」に変更することになりました。できれば、過去、楠中卒業生が修学旅行として長

年ずっと行っていた広島での平和学習をぜひこの機会に体験させてやりたいと考えていま

すが、東京方面から広島方面に変更する学校が集中していることからホテルや新幹線が希

望の日時に都合よく予約できるのか、また、秋の行楽シーズンで経費が少々割高になって

しまうこと等の不安材料が生じています。 

広島へ行けないとなると、関西方面へのバス利用による修学旅行になります。 

今後、「新型コロナウィルス感染症」が終息に向かっていくのか、拡散していくのか、見

通しが立たない状況にあって、関西方面(バス利用)であれば、今後の状況に応じて、行先の

変更等で多少融通がききやすくはなります。ただし、極論を言えば、日本中のどこへ行っ

ても感染リスクはないことはないので、修学旅行自体を中止することが一番安全です。し

かし、中止にして生徒が悲しむことがないよう、「生徒の健康と安全」を第一に考えながら、

何とか実施できないかと考えていきたいと思います。 

 行程についても行先が決定次第、旅行業者と打ち合わせ、詳細について進めていきます

が、広島であれば、平和記念公園・原爆資料館での平和学習、宮島厳島神社の見学、大阪・

神戸であれば、ピース大阪での平和学習、大阪城・海遊館・大阪歴史博物館等の見学、北

淡震災記念館での防災学習、神戸での分散学習等、そして、いづれの場合も、最終日には

ユニバーサルスタジオジャパンで楽しませてやりたいと思っています(７月１０日より三

重県在住者個人旅行の入場制限が解かれる予定です・・・)。 

 ただ、実際に１１月が近づき、広島・関西方面の感染状況や新たな悪条件が生じること

になれば、さらに行先等の変更や修学旅行自体を断念せざるをえません。また、今後、文

部科学省・三重県教育委員会・四日市市教育委員会からの指示があれば、その指示に従い

ます。 

 今後とも、急な変更等が生じ、保護者の方にはご無理をお願いすることもあるやもしれ

ませんが、ご理解、ご協力いただきますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

 修学旅行説明会については、最終的な行先や行程が決定するであろう９月下旬から１０

月初旬に行う予定ですが、時期がくれば、ご案内させていただきます。 

 


